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平成21年度優秀映画鑑賞推進事業

名作シネマ鑑賞会
2010年3月12日（金）・13日（土）・14日（日）
春日井市東部市民センター

［チケット情報］
PiPi会員電話先行予約日
2010年1月15日（金）
一般発売  2010年1月21日（木）～
［料金］
全自由席 ※当日券同額、中学生以下無料
一般 1作品￥500、1日券￥1,200
 回数券（4枚綴り） ￥1,600
PiPi会員 1作品￥450、1日券￥1,000
 回数券（4枚綴り） ￥1,300
［取扱い］
文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、
春日井市東部市民センター、代金引換
［主催］（財）かすがい市民文化財団／文化庁／
東京国立近代美術館フィルムセンター
［協力］コミュニティシネマ支援センター
［共催］春日井市
※フィルムが古いため、映像・音響に劣化が見られる場
合があります。あらかじめご了承ください。
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映  画

エノケンの頑張り戦術／ 1939年 ジャンケン娘／1955年

大学の若大将／1961年 君も出世ができる／1964年

上映プログラム

2010年 10：00～ 13：00～ 15：00～
3月12日（金） 君も出世ができる（100分）エノケンの頑張り戦術（74分）ジャンケン娘（92分）

3月13日（土） ジャンケン娘（92分） 大学の若大将（82分） エノケンの頑張り戦術（74分）

3月14日（日） 大学の若大将（82分） ジャンケン娘（92分） 君も出世ができる（100分）

PiPi会員
1/15（金）

発売!

出品学生：計20組42名
 有薗康大、石黒祥子、大野陽子、大平隆文、岡本健児、尾田明子、小野綾香、加藤美春、金子絵理、刈部正臣、小瀧崇、
近藤千草、セクシイ、高須健市、チャック the FIVE、西村佳子、長谷倫衣、村田仁、森岡佐知子、吉見公

第1回

デザイン：田中佑果

出品学生：計22組23名
ベッキヰ（赤塚裕美子）・楊珪宋、石田典子、石田仁美、伊藤壽美、乾ももこ、柿栖早紀、勝翔子、河村るみ、北浦智恵、
河面理栄、後藤恵理子、末竹杏奈、鋤柄ふくみ、辻井健太、長谷川智子、長谷川基子、服部敦、松澤章子、真峰英子、
山田勝洋、山本仁美

第2回

デザイン：西川拓也

プッチーニの代表的なオペラ「ラ･ボエーム」を完全映画化。現代のオペラ界を代表する人気抜群の2
人が吹き替えなしで歌うアリア“私の名はミミ”“冷たい手を”は必聴！ また、19世紀初頭のパリの街並み
や、それを俯
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するカメラの動き、時間の流れをモノクロームとカラーで使い分けるなど、映像ならでは
の魅力も堪能できます。さらに、表情や仕草のクローズアップ、回想シーンの挿入などにより、オペラそ
のものを収録したライブビューイング映像とは違った「ラ･ボエーム」という物語の面白さやドラマティッ
クさを一層感じられる映画になっています。

ロバート･ドーンヘルム監督によるヒロイン・お針子ミミに対する独自の解釈が、一幕の終盤で一ヶ所
だけ表現されています。従来のオペラではなされないものですが、どんな解釈なのかは映画を見てのお
楽しみ、ということで。　　　　　　　　　　　　　　　（かすがい市民文化財団  映画担当 三輪千穂）

かすがい芸術劇場 第65回 ラ・ボエーム
2010年1月31日（日）  ①10：30～ ②14：00～（開場は30分前）
※各回15分前にスタッフによるミニトークあり。
ロバート・ドーンヘルム監督　ドイツ・オーストリア作品　2008年／ 114分／カラー・日本語字幕付

文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
［料金］全自由席  ※上映時間指定、3才以上有料

一般 ￥900、ペア￥1,700（ともに当日￥200増）
PiPi会員 ￥800、ペア￥1,500（ともに当日同額）
［取扱い］
文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、代金引換
※チケット購入の際に上映時間をお選びください。※セリフや情景を
イヤホンで説明する、音声ガイド付（14：00～の回のみ）

好評
発売中!

かすがい芸術劇場 第66回 扉をたたく人

2010年3月28日（日）  ①10：30～ ②14：00～（開場は30分前）
トム・マッカーシー監督　アメリカ作品　2007年／ 104分／カラー・日本語字幕付

新しい人生の扉を開くのは、
予期せぬ訪問者

「美系優秀」のこれまでと、その先と。
「美系優秀」とは、2003年、2006年に文化フォーラム春日井で開催された、そしてこの12月に開催される学生“選抜”の展覧会のことです。春日
井にほど近い愛知県内の三芸大・・・愛知県立芸術大学、名古屋芸術大学、名古屋造形大学の学生たちの中から、各大学の教員が選抜し、展覧会
を行ってきました。しかし、これはただ単なる「選抜展」ではありません。それを示すのが、まさに展覧会タイトル「美系優秀」です。具体的には
毎年のチラシ・ポスターにこう書かれています。

「ただし、先生から優秀と言われたとたんに、芸術家としての大切な芽を摘まれているかもしれないので注意されたい。」

なんとドキッとする言葉でしょうか。この言葉は、出品する学生と選抜した教員との間にも、それをオーガナイズする側にも、そしてこれらの作
品を見に来られるお客さまにも緊張感を漂わせます。そして、この緊張感と経験が、次にどう転じるのか、を問うているのが、まさに展覧会その
もの、というわけです。「美系優秀」も今回で3回目。既に次は始まっています。




